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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公開番号】特開2020-178770(P2020-178770A)
【公開日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2019-82012(P2019-82012)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月16日(2020.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技プログラムに、所定の条件の成立に基づいて遊技に供する遊技価値に関する
所定の値を計測する計測処理と、特別遊技状態を発生させるか否かの抽選を行う抽選処理
を有する遊技機であって、
　前記所定の遊技プログラムは、所定のモジュールを呼び出すことができる複数のコール
命令を含み、
　前記複数のコール命令は、第１のコール命令と、第２のコール命令と、を含み、
　前記第１のコール命令は、前記複数のコール命令のうち、呼び出すサブルーチンのアド
レス番地に制限がなく、
　前記第２のコール命令は、第１のコール命令より小さいプログラムコードのデータ量で
あり、且つ、前記複数のコール命令のうち、呼び出すサブルーチンのアドレス番地は予め
決められた範囲内であり、
　前記所定の遊技プログラムは、遊技処理時に使用される通常用プログラムと、遊技価値
に関する所定の値を計測する際に使用される計測用プログラムと、を有し、
　前記計測処理は、前記通常用プログラムから前記第１のコール命令によって呼び出され
る計測用プログラム内の第１モジュールとして構成し、
　前記抽選処理は、前記通常用プログラムから前記第２のコール命令によって呼び出され
る通常用プログラム内の第２モジュールとして構成される遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機、アレンジボール機、雀球遊技機、スロットなどの遊技機に関し
、より詳しくは、プログラムの処理負荷軽減と、プログラム容量の削減を図ることができ
る遊技機に関する。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上記の遊技機は、表示する内容に備えてバッファを複数用意し、切替処
理を行うことで表示するようにしているため、プログラムの処理負荷軽減と、プログラム
容量の削減を図ることができていないという問題があった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで本発明は、上記問題に鑑み、プログラムの処理負荷軽減と、プログラム容量の削
減を図ることができる遊技機を提供することを目的としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１の発明に係る遊技機によれば、所定の遊技プログラムに、所定の条件の成立に
基づいて遊技に供する遊技価値に関する所定の値を計測する計測処理と、特別遊技状態を
発生させるか否かの抽選を行う抽選処理を有する遊技機であって、
　前記所定の遊技プログラムは、所定のモジュールを呼び出すことができる複数のコール
命令を含み、
　前記複数のコール命令は、第１のコール命令（例えば、ＣＡＬＬ命令）と、第２のコー
ル命令（例えば、ＣＡＬＬ_Ｍ命令）と、を含み、
　前記第１のコール命令（例えば、ＣＡＬＬ命令）は、前記複数のコール命令のうち、呼
び出すサブルーチンのアドレス番地に制限がなく（例えば、明細書段落［０１５５］参照
）、
　前記第２のコール命令（例えば、ＣＡＬＬ_Ｍ命令）は、第１のコール命令（例えば、
ＣＡＬＬ命令）より小さいプログラムコードのデータ量であり、且つ、前記複数のコール
命令のうち、呼び出すサブルーチンのアドレス番地は予め決められた範囲内であり（例え
ば、明細書段落［０１５３］参照）、
　前記所定の遊技プログラムは、遊技処理時に使用される通常用プログラム（例えば、図
９（ｂ）に示す通常用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラム）と、遊技
価値に関する所定の値を計測する際に使用される計測用プログラム（例えば、図９（ｂ）
に示す計測用プログラム領域６００ｂｅに格納されているプログラム）と、を有し、
　前記計測処理は、前記通常用プログラム（例えば、図９（ｂ）に示す通常用プログラム
領域６００ｂａに格納されているプログラム）から前記第１のコール命令（例えば、ＣＡ
ＬＬ命令）によって呼び出される計測用プログラム（例えば、図９（ｂ）に示す計測用プ
ログラム領域６００ｂｅに格納されているプログラム）内の第１モジュールとして構成し
（例えば、図１６（ｆ）参照）、
　前記抽選処理は、前記通常用プログラム（例えば、図９（ｂ）に示す通常用プログラム
領域６００ｂａに格納されているプログラム）から前記第２のコール命令（例えば、ＣＡ
ＬＬ_Ｍ命令）によって呼び出される通常用プログラム（例えば、図９（ｂ）に示す通常
用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラム）内の第２モジュールとして構
成される（例えば、図１６（ｆ）参照）ことを特徴としている。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば、プログラムの処理負荷軽減と、プログラム容量の削減を図ることがで
きる。
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